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(57)【要約】
　本方法は、ディスプレイモニタ116の主ビューポート2
04に主画像208を視覚的にもたらすステップを含む。 主
画像は、第一の処理アルゴリズムで処理される。 本方
法は、主画像のサブ部分上に主関心領域210を視覚的に
もたらすステップを更に含む。 主関心領域は、主に関
心エリアを特定する。 本方法は、主関心領域を視覚的
にもたらすステップと同時に、主画像の異なるサブ部分
上に少なくとも一つの副関心領域212、214を視覚的にも
たらすステップを更に含む。少なくとも一つの副関心領
域は主関心領域と同じ関心エリアを示すが、第二の異な
る処理アルゴリズムで処理される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイモニタの主ビューポートにおいて主画像を視覚的にもたらし、前記主画像
は第一の処理アルゴリズムで処理される、ステップと、
　前記主画像のサブ部分上に主関心領域を視覚的にもたらし、前記主関心領域は前記主画
像において関心エリアを特定する、ステップと、
　主関心領域を視覚的にもたらすのと同時に、前記主画像の異なるサブ部分上において少
なくとも一つの副関心領域を視覚的にもたらし、前記少なくとも一つの副関心領域は、第
二の異なる処理アルゴリズムで処理される前記主関心領域と同じ関心エリアを示す、ステ
ップと
を有する、方法。
【請求項２】
　前記主関心領域における前記サブ部分の第一の視覚的特徴に対する第一の関心変化を示
す第一の入力を受信するステップと、
　前記第一の入力に応じて、前記少なくとも一つの副関心領域における前記サブ部分の前
記同じ第一の視覚的特徴を自動的に変化させるステップと
を更に有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記主関心領域における前記サブ部分の第二の視覚的特徴に対する第二の関心変化を示
す第二の入力を受信するステップと、
　前記第二の入力に応じて、前記少なくとも一つの副関心領域における前記サブ部分の前
記同じ第二の視覚的特徴を保持するステップと
を更に有する、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも一つの副関心領域は前記主関心領域にオーバラップしない、請求項１乃
至３の何れか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも一つの副関心領域のジオメトリは前記主関心領域のジオメトリと同じで
ある、請求項１乃至４の何れか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも一つの副関心領域において表示される前記データのために利用可能な処
理アルゴリズムを含むメニューを視覚的にもたらすステップ
を更に有する、請求項１乃至５の何れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記利用可能な処理アルゴリズムの一つを選択する第一の入力を受信することに応じて
前記少なくとも一つの副関心領域を生成するステップ
を更に有する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記利用可能な処理アルゴリズムの選択された一つを選択解除する第二の入力を受信す
ることに応じて前記少なくとも一つの副関心領域を除去するステップ
を更に有する、請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　前記処理アルゴリズム又は前記異なる処理アルゴリズムの少なくとも一つはスペクトル
処理アルゴリズムである、請求項１乃至８の何れか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記処理アルゴリズム又は前記異なる処理アルゴリズムの少なくとも一つは、ローカル
に最適化されるキロ電子ボルトで単一エネルギ画像を生成する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記処理アルゴリズム又は前記異なる処理アルゴリズムの少なくとも一つは、各々の画
像が異なるエネルギに対応するシネモード動画を生成する、請求項９又は１０に記載の方



(3) JP 2016-534774 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

法。
【請求項１２】
　前記処理アルゴリズム又は前記異なる処理アルゴリズムの少なくとも一つは、前記画像
のエネルギに基づいて輝度及び／又は造影レベルを自動的に適応させる、請求項９乃至１
１の何れか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記処理アルゴリズム又は前記異なる処理アルゴリズムの少なくとも一つは、前記主関
心領域又は前記少なくとも一つの副関心領域において表示される非画像情報を生成する、
請求項９乃至１２の何れか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　コンピュータ読取り可能な記憶媒体に保存される命令を実行するコンピュータプロセッ
サを有する計算システムであって、前記コンピュータプロセッサに、
　ディスプレイモニタにおいて表示されるグラフィカルユーザインタフェースの主ビュー
ポートにおいて主画像を視覚的にもたらさせ、前記主画像は第一の処理アルゴリズムで処
理され、 
　前記主画像のサブ部分上に主関心領域を視覚的にもたらさせ、 前記主関心領域は、前
記主画像において関心エリアを特定して、示し、
　前記主画像の異なるサブ部分上に少なくとも一つの副関心領域を同時に視覚的にもたら
させ、前記少なくとも一つの副関心領域は、第二の異なる処理アルゴリズムで処理される
前記主関心領域と同じ関心エリアを示す、
計算システム。
【請求項１５】
　前記計算システムはイメージングシステムのコンポーネント又はイメージングシステム
に関する、完全に別個の装置の一つである、請求項１４に記載の計算システム。
【請求項１６】
　前記少なくとも一つの副関心領域のジオメトリは前記主関心領域のジオメトリと同じで
あり、前記少なくとも一つの副関心領域は前記主関心領域にオーバラップしない、請求項
１４に記載の計算システム。
【請求項１７】
　前記第一の処理アルゴリズム又は前記第二の異なる処理アルゴリズムの少なくとも一つ
はスペクトル処理アルゴリズムである、請求項１４乃至１６の何れか一項に記載の計算シ
ステム。
【請求項１８】
　前記実行命令が更に、前記コンピュータプロセッサに、
　前記第一の変化を示す第一の入力を受信することに応じて、前記主関心領域における前
記サブ部分の第一の視覚的特徴を変化させ、
　前記第一の視覚的特徴の前記変化に応じて、前記少なくとも一つの副関心領域における
前記サブ部分の前記同じ第一の視覚的特徴を自動的に変化させる、
請求項１４乃至１７の何れか一項に記載の計算システム。
【請求項１９】
　前記実行命令が更に、前記コンピュータプロセッサに、
　前記第一の変化を示す第一の入力を受信することに応じて、前記主関心領域における前
記サブ部分の第一の視覚的特徴を変化させ、
　前記主関心領域における前記サブ部分における前記第一の視覚的特徴の前記変化に応じ
て、前記少なくとも一つの副関心領域における前記サブ部分の前記同じ第一の視覚的特徴
を保持させる、
請求項１４乃至１８の何れか一項に記載の計算システム。
【請求項２０】
　一つ又はそれより多くのコンピュータ実行可能な命令でエンコードされるコンピュータ
読取り可能な記憶媒体であって、計算システムのプロセッサによって実行されるとき、前
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記プロセッサに、
　主ビューポートにおいて表示される画像データの異なるサブ部分上に少なくとも二つの
ビューポートを同時に表示させ、前記少なくとも二つのビューポートは前記表示された画
像データの同じサブ領域を示すが、異なる処理アルゴリズムで処理される、
コンピュータ読取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の記載は、概して画像視覚化に関し、コンピュータ断層撮影（CT）への特定の適用
により記載される。 しかしながら、以下の記載は他のイメージングモダリティ、例えば
磁気共鳴（MR）、陽電子放射断層撮影（PET）、単一フォトン放射断層撮影（SPECT）、超
音波（US）及び／又は他のイメージングモダリティにも可能である。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＴスキャナは通常、検査領域の間の検出器アレイの反対側に、回転可能なガントリ上
に取り付けられるX線管を含む。回転可能なガントリ、及びそれゆえにX線管は、検査領域
のまわりを回転する。 X線管は、検査領域を横断して、検出器アレイによって検出される
放射線を放射する。 検出器アレイは、検出される放射線を示す信号を生成して、出力す
る。 信号は、三次元ボリュメトリック画像データを生成するために再構成される。
【０００３】
　診断読取りのために、読取る臨床医は、異なる視覚化技術を使用して画像を見ている。
 通常、各々の技術は、同じ解剖学的構造エリアのいくつかの異なる情報をもたらし、同
じ解剖学的構造エリアの異なる特徴をハイライトし、及び／又は強調する。 このような
例は、二次元の（2D）視覚化、三次元（3D）視覚化、様々なフィルタの適用、様々な造影
/輝度設定変更などである。
【０００４】
　一つのアプローチは、前もって（例えば、ＣＴスキャナによって）異なる技術を使用し
て、複数の一連の画像をつくるステップを含む。 ユーザはそれから、画像保存通信シス
テム（PACS）のような計算システム及び／又は他の計算システム上で複数の一連の画像を
選択し、見ることができ、又は後に選択し、見ることができる。他のアプローチにおいて
、特定のソフトウェアアプリケーションが、リアルタイムに同じ解剖学的構造エリアの様
々なビューを生成し、「オンデマンド」及び／又他の方法でユーザにそれらをもたらすた
めに実行される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　両方の場合において、複数のビューをレビューするために、ユーザは異なるビューの間
で切り換える。 残念なことに、これは検査解釈プロセスを遅くし、すでに見られたビュ
ーを記憶することを必要とする。 代わりに、ユーザは同時に様々なビューを同じスクリ
ーンに表示する。 残念なことに、これにより表示画像のより小さなサイズ及び減少され
た分解能が必要とされ、レビューする増加された数のビューにより実現不可能になる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願で説明される実施形態は上記及び等の問題に対処する。
【０００７】
　以下は、各々のビューに対して異なる処理アルゴリズムを使用して画像データの解剖学
的構造エリア又は同じサブ領域の複数のビュー（例えば、関心ビュー領域のビューポート
）を同時に表示するための視覚化アプローチを記載する。複数のビューは、画像データの
サブ（副）部分上に重ね合わされる。 複数のビューはオーバラップされず、ビューの各
々は同じジオミトリを有する。ビューの特定の視覚的特徴に対する変化は、他のビューに
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おける同じ視覚的特徴を自動的に変化させる。 ビューの他の視覚的特徴に対する変化は
、他のビューの表示に影響を及ぼさない。 このことはユーザに、同じエリアの異なるビ
ューの間で切り換える必要なしで、ビューイングアプリケーションをレビューし、それと
相互作用し、並びに／又は画像サイズ及び／若しくは分解能を有する便利な方法をもたら
す。
【０００８】
　一つの態様において、本方法はディスプレイモニタの主ビューポートにおいて主画像を
視覚的にもたらすステップを含む。 主画像は、第一の処理アルゴリズムを用いて表示さ
れる。 本方法は、主画像のサブ部分上に主関心領域を視覚的にもたらすステップを更に
含む。 主関心領域は、主に関心エリアを特定する。 本方法は、主関心領域を視覚的にも
たらすのと同時に、主画像の外側だが主ビューポート内において、又は主画像の異なるサ
ブ部分上において、少なくとも一つの副関心領域を視覚的にもたらすステップを更に含む
。少なくとも一つの副関心領域は、第二の異なる処理アルゴリズムで処理される主関心領
域と同じ関心エリアを示す。
【０００９】
　他の態様において、計算システムは、コンピュータ読取り可能な記憶媒体に保存される
命令を実行するコンピュータプロセッサを含む。 命令は、コンピュータプロセッサに、
ディスプレイモニタにおいて表示されるグラフィカルユーザインタフェースの主ビューポ
ートにおける主画像を視覚的に表示させる。 主画像は、第一の処理アルゴリズムを用い
て処理される。 命令は更に、コンピュータプロセッサに、主画像のサブ部分上に主関心
領域を視覚的に表示させる。 主関心領域は、主に関心エリアを特定して、示す。 命令は
更に、コンピュータプロセッサに、主画像の異なるサブ部分上に少なくとも一つの副関心
領域を同時に視覚的に表示させる。少なくとも一つの副関心領域は、第二の異なる処理ア
ルゴリズムを用いて処理される主関心領域と同じ関心エリアを示す。
【００１０】
　他の態様において、コンピュータ読取り可能な記憶媒体は、コンピュータ読取り可能な
命令でエンコードされる。コンピュータ読取り可能な命令は、プロセッサで実行されると
き、プロセッサに、主ビューポートにおいて表示される画像データの異なるサブ部分上に
、少なくとも二つのビューポートを同時に表示させる。少なくとも二つのビューポートは
、表示される画像データと同じだが、異なる処理アルゴリズムで処理されるサブ領域を示
す。
【００１１】
　本発明は、さまざまなコンポーネント及びコンポーネントの取り合わせ、並びにさまざ
まなステップ及びステップの取り合わせの形をとりうる。図面は、好適な実施形態を説明
することのみを目的とし、本発明を制限するものとして解釈されるべきでない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】画像視覚化ソフトウェアによる、計算システムコンソールを含むイメージングシ
ステムを図示する。
【図２】複数の関心領域を備える主ビューポート画像を含み、各々の関心領域は同じ解剖
学的構造エリアを表示するが、異なる処理アルゴリズムを使用して処理されるグラフィカ
ルユーザインタフェース例を図示する。
【図３】図1のイメージングシステムの画像視覚化ソフトウェアの例を図示する。
【図４】計算システム及びイメージングシステムが分離された装置である図1のバリエー
ションを図示する。
【図５】図4のイメージングシステムの画像視覚化ソフトウェアの例を図示する。
【図６】画像の同じサブ部分の複数のビューを同時に視覚化し、各々のビューのデータは
異なる処理アプローチを使って処理される、方法例を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
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　従来の非スペクトルCTと異なり、スペクトルCTはスペクトル特性を捕える。 すなわち
、結果としてもたらされるボリュメトリック画像データは、相対放射線濃度に対応するグ
レイスケール値に関して通常表されるボクセルを含む。 グレイスケール値は、スキャン
される被験体及び／又は対象物の減衰特性を反映して、スキャンされる患者又は対象物内
における解剖学的構造のような構造を通常示す。 物質によるフォトンの吸収は物質を横
切るフォトンのエネルギに依存するため、検出される放射線は、被験体及び／又は対象物
のスキャンされる物質の元素又は物質組成（例えば、原子番号）を示す更なる情報をもた
らす、スペクトル情報も含む。 スペクトルＣＴスキャナは、上記のスペクトル特性を捕
える。
【００１４】
　図1は、コンピュータ断層撮影（CT）スキャナのようなイメージングシステム100を例示
する。 図示されるCTイメージングシステム100は、スペクトルCTイメージングのために構
成される。 バリエーションにおいて、イメージングシステム100は非スペクトルCT、磁気
共鳴（MR）、陽電子放射断層撮影（PET）、超音波（US）及び／又は他のイメージングモ
ダリティを含む。 他のバリエーションにおいて、イメージングシステム100はスペクトル
CT、非スペクトルCT、MR、PET、US及び／又は他のイメージングモダリティの一つ又はそ
れより多くの組合せを含む。
【００１５】
　図示されるイメージングシステム100は、通常の静止ガントリ102及び回転ガントリ104
を含む。 回転ガントリ104は静止ガントリ102によって回転可能に支持されて、長手方向
又はｚ軸に関して検査領域のまわりを回転する。寝台のような被験体支持部107は、検査
領域において対象物又は被験体を支持する。被験体支持部107は、被験体又は対象物をロ
ードして、スキャンして、及び／又はアンロードするために、検査領域106に関して被験
体又は対象物をガイドするようにイメージングプロシージャを実行すると共に移動可能で
ある。
【００１６】
　X線管のような放射線源108は、回転ガントリ104によって回転可能に支持される。 放射
線源108は回転ガントリ104により回転して、検査領域106を横断する放射線を放射する。 
図示の実施例において、放射線源108は標準的な単一のX線管である。 他の例において、
放射線源108は、スキャンの間、少なくとも二つの異なる放射電圧（例えば、80kVp、140k
Vpなど）の間で制御可能に切り換えられるように構成される。 更に他の例において、放
射線源108は、異なる平均スペクトルを備える放射線を放射するように構成される、二つ
又はそれより多くのX線管を含む。 他の例において、放射線源108は上記の組合せを含む
。
【００１７】
　放射線感受性検出器アレイ110は、検査領域106の間の放射線源108に対向する角アーク
（弧）に対する。 検出器アレイ110は、ｚ軸方向に沿って互いに対して配置される検出器
の一つ又はそれより多くの列を含み、検査領域106を横切る放射線を検出し、それを示す
信号を生成する。 検出器アレイ110は、非エネルギ分解検出器及び／又はエネルギ分解検
出器を含む。
【００１８】
　再構成器111は、検出器アレイ110によって出力される信号を再構成する。 これは、一
つ又はそれより多くの異なるエネルギビンのために一つ又はそれより多くの画像を再構成
するステップを含んでもよい。 代わりに、これは、異なる光学感度を持つ光センサから
の信号を別々に再構成するステップを含んでもよい。 代わりに、これは信号を、コンプ
トン、フォト電気及び／又は一つ若しくはそれより多くのK-端コンポーネントに分解して
、コンプトン、フォト電気、一つ若しくはそれより多くのK-端及び／又は組合せ画像を再
構成するステップを含んでもよい。 利用可能な特定のアプローチは、スペクトルイメー
ジング構成（すなわち、一つ又は複数の管、単一又はいくつかのkVp、非エネルギ分解）
に依存する。 非スペクトルイメージングデータが再構成されることもできる。
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【００１９】
　計算システム112は、オペレータコンソールとしての役割を果たす。 コンソール112に
よって、オペレータはシステム100の動作を制御することができる。 これは一つ又は複数
のイメージング収集プロトコルを選択するステップ、投影及び／又は一つ若しくは複数の
画像データ処理アルゴリズムを選択するステップ、スキャンを実施するステップ、視覚化
ソフトウェアアプリケーションを実行するステップ、実行されている視覚化ソフトウェア
アプリケーションと対話するステップ等を含む。計算システム112は、ディスプレイモニ
タ、フィルマ等のような少なくとも一つ又は複数の出力装置116、マウス、キーボード等
のような一つ又は複数の入力装置118との通信を容易化する入力／出力（I/O）部114を含
む。
【００２０】
　計算システム112は、少なくとも一つのプロセッサ120（例えば、中央処理ユニット又は
CPU、マイクロプロセッサ等）及び例えば物理メモリ及び／又は他の非一時的なメモリの
ような（一時的な媒体を含まない）コンピュータ読取り可能な記憶媒体122を更に含む。
コンピュータ読取り可能な記憶媒体122は、コンピュータ読取り可能な命令124及びデータ
126を保存する。 少なくとも一つのプロセッサ120は、コンピュータ読取り可能な命令124
を実行する。 少なくとも一つのプロセッサ120は、信号、搬送波及び他の一時的な（すな
わち、非コンピュータ読取り可能な記憶）媒体によって運ばれるコンピュータ読取り可能
な命令を実行することもできる。
【００２１】
　コンピュータ読取り可能な命令124は、少なくとも視覚化命令128を含む。 以下に詳細
に説明するように、視覚化命令128は、視覚的にもたらされる画像データの異なるサブ領
域上において重ね合わされる一つ又はそれより多くのサブビューポート及びグラフィカル
ユーザインタフェースのメインビューポートにおいて画像データを視覚的にもたらす。サ
ブビューポートは、少なくとも一つの主関心領域（ROI）及び一つ又はそれより多くの副R
OIを含む。主ROIは、特定の処理アルゴリズムで処理される、主画像データにおける関心
エリアを示す。 一つ又はそれより多くの副ROIは、同じエリアであるが、異なる処理アル
ゴリズムを使用して処理されるデータを伴うエリアを示す。
【００２２】
　異なる処理アルゴリズムは、限定されないが、多エネルギX線、単一エネルギX線、相対
物質濃度、有効原子番号、2D/3D及び／又は他の処理アルゴリズムを含む。 他の処理は、
更なる組織情報を抽出し、画質を向上させて、及び／又は、組織/導入造影剤の視覚化を
増大させるように用いられることができる。これは、例えば、ヨウ素マップを通じて、造
影強調組織の定量化のような臨床値を決定するステップ、造影強調画像データから仮想非
造影画像を生成するステップ、シネモード動画を作成するステップ、チャート、ヒストグ
ラム等を通じて非画像データを表示するステップを含む。
【００２３】
　図2は、複数のROIを通じて主画像の同じ解剖学的構造エリアのスペクトル画像データを
同時に視覚的にもたらす視覚化例を示す。
【００２４】
　図2において、グラフィカルユーザインタフェース（GUI）200は、出力装置118のディス
プレイモニタにおいて表示される。GUI 200は、主ビューポート又は画像表示領域204及び
メニュー表示領域206を含む。画像表示領域204は、主画像208又は主画像データのスライ
スを視覚的にもたらす。 画像表示領域204は更に、主ビューポートROI 210及び少なくと
も一つの副ビューポートROI（図示される例における二つ、すなわち、副ROI 212及び副RO
I 214）を視覚的にもたらし、全て主画像208上に重ね合わされる。
【００２５】
　主ROI 210は、主画像208のピクセル216のサブセット又はエリアを規定する。 副ROI 21
2及び副ROI 214は、主ROI 210の同じサイズ及び形状を持ち、主ROI 210におけるピクセル
座標に対応する座標を用いる、同じエリア又はピクセルを含む。しかしながら、副ROI 21
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2及び副ROI 214におけるピクセルの値は二つの異なる画像データセットからの輝度値を持
ち、各々は、主画像データ及び互いに対して異なる処理アルゴリズムを使用して生成され
る。
【００２６】
　メニュー表示領域206は、副ROI 212及び副ROI214でもたらされることができるデータを
備える、利用可能な副データセット218を含む。セット218から利用可能な副データセット
を選択することにより、副ROIが生成されて主画像データ上に重ね合わされる。副ROIは、
主ROI又は他の何れの副ROIにもオーバラップしないように視覚的にもたらされる。セット
218からの、選択された利用可能な副データセットを選択解除することにより、対応する
副ROIが主画像データから除去される。
【００２７】
　図の例において、（「モノクロ．Imag」に対応する選択ボックスにおけるチェックから
分かるように）「モノクロ．Imag」が選択され、（「Eff．Z画像」に対応する選択ボック
スにおけるチェックから分かるように）「Eff．Z画像」が選択される。 副ROI 212は「モ
ノクロ．Imag」のための画像データに対応し、副ROI 214は「Eff．Z画像」のための画像
データに対応する。「低エネルギ」、「高エネルギ」及び「最適化CNR画像」は、すべて
選択可能なオプションであるが、選択されていない。このように、副ROIはそれらのため
に作成されていない。
【００２８】
　「ヨウ素マップ」、及び「仮想非C」は、特定のロードされたデータセットに対して非
選択可能なオプションである。 例えば、ロードされたデータセットは、ヨウ素造影強調
スキャンではなく、ヨウ素マップは生成されない。 代わりに、ヨウ素造影強調スキャン
が実行されているが、ヨウ素マップはまだ生成されていない。 この場合、一旦ヨウ素マ
ップが生成されると、「ヨウ素マップ」は選択可能なオプションになる。他の実施例にお
いて、多かれ少なかれ、同じ又は異なるオプションは、領域206においてもたらされる。 
通常、セット218において表示されるオプションは、表示された画像データに依存する。
【００２９】
　図2はスペクトルCT画像データに関連して記載されるが、ROI 210、212及び214が、非ス
ペクトル画像データを含んでもよく、及び／又は別の方法で処理されるスペクトル画像デ
ータを含んでもよいことは理解されるべきである。 スペクトルCT画像データに関して、
他の処理は、ローカルに最適化されるキロ電子ボルト(keV)を備える単一エネルギ画像を
生成するステップ、エネルギ依存画像、エネルギ適応画像輝度/造影を備えるシネモード
動画を生成するステップ、チャート、ヒストグラムなどの形態で非画像情報を作成するス
テップを含む。
【００３０】
　ローカルに最適化されるキロ電子ボルトを備える単一エネルギ画像に関して、最適キロ
電子ボルトエネルギは、臨床上の問題によって変化することができる。 例えば、これは
、ヨウ素造影及びノイズの間の最適バランスを保証するエネルギ、（膵管のような）特定
の体構造の最適な視覚化を保証するエネルギ等におけるROIにおいてデータを表示するス
テップを含み得る。エネルギは、グラフィックスライダ、グラフィックノブ等のようなソ
フトコントロールを通じてユーザ調整可能になり得る。 代わりに、エネルギは、キーボ
ードボタン、マウススクロールホイール等のような物理制御を通じてユーザ調整可能にな
り得る。
【００３１】
　シネモードに関して、これは、各々の画像がちょうど異なるキロ電子ボルトを備える、
単一エネルギ画像のセットを通じてスクロールするステップを含む。エネルギ適応画像輝
度/造影に関して、単一エネルギ画像は通常、キロ電子ボルト値に依存する、異なる全輝
度及び／又は造影（ウインドウ及び／又はレベル）を持つ。 その結果、ユーザは、均一
な視野を実現するために異なるウインドウセッティングを適用する必要がある。 均一な
視野を実現するために、ROIは、表示される単一エネルギ画像によりウインドウ及び／又
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はレベルセッティングを自動的に計算し、適用することができる。
【００３２】
　図3は、図1に関連して視覚化命令128の例を図示する。
【００３３】
　被験体をスキャンした後、スペクトル投影データはコンピュータ読取り可能な記憶媒体
122（図1）に保存されることができ、（結果としてもたらされる画像データはコンピュー
タ読取り可能な記憶媒体122に保存されるように）再構成器111（図1）によって再構成さ
れ、他の計算システム（例えば、図4の計算システム）に伝えられ、他のメモリ（例えば
、図4のデータリポジトリ）などに保存される。
【００３４】
　一つ又はそれより多くの利用可能な処理アルゴリズム302は、投影及び／又は画像デー
タを処理するために用いられる。 このようなアルゴリズムの例は、限定されないが、エ
ネルギ特定処理、モノクロ処理、有効Z（原子番号）等を含む。処理アルゴリズム302は、
 特定の処理アルゴリズムが選択されるとき、オンデマンドにより自動的にその場で使わ
れることができる。 代わりに、処理アルゴリズム302は、処理されるデータが保存されて
、後続する視覚化のためにアクセス可能になるように事前に使われることができる。
【００３５】
　一つ又は複数の最初の処理アルゴリズム304は、どの一つ又は複数の処理アルゴリズム
が最初に使用されるべきかを特定する。 一つ又は複数の最初の処理アルゴリズム304は予
め決定され、及び／又はユーザ選択される。 一つの例において、一つ又は複数の最初の
処理アルゴリズム304は、単一の処理アルゴリズムだけを特定する。 他の処理アルゴリズ
ムは、例えば読込み画像に関連して、後で特定されることができる。 他の例において、
一つ又は複数の最初の処理アルゴリズム304は一つより多くの処理アルゴリズムを特定し
、画像データの異なるセットは最初に処理される。
【００３６】
　画像表示領域処理アルゴリズム306は、主ビューポート又は画像表示領域204（図2）に
おいて視覚的に表示するために、複数の処理アルゴリズムがデータを処理するために用い
られている、画像データのセットを特定する。画像表示領域処理アルゴリズム306は予め
決定されていてもよく、並びに／又はユーザ特定及び／若しくは選択されてもよい。画像
レンダラ308は、画像表示領域204において画像データの特定されたセットをレンダリング
する。
【００３７】
　主関心領域（ROI）生成器310は、解剖学的関心エリアを特定する主ROI 210（図2）を生
成する。一つの例において、主ROI 210は、フリーハンド描画を通じて又は主画像208上に
所定の形状を配置することによって生成される。主ROI 210は通常、ピクセルのサブセッ
トを囲み、それ故にピクセルのサブセットを特定する、閉じた周辺部又は境界部を規定す
る。閉じた周辺部は、長方形、正方形、円形、楕円、不規則形及び／又は他の形状を含む
様々な形状をとることができる。
【００３８】
　主ROI 210はサイズ変更されることができ、主画像208のピクセルの異なるサブセットを
囲むように動かされることができ、回転されることができ、及び／又は別の方法で操作さ
れることができる。 主ROI 210は、主画像208から除去されることもできる。 一つより多
くの主ROIが生成され、主画像208上に重ね合わされることもできる。 起動は、物理ボタ
ン、マウスクリック、タッチスクリーンの領域のタッチ等のような制御部からの入力信号
を受信することに応じてなされることができる。 終了は、同じ及び／又は他の制御部を
通じて実行されることができる。
【００３９】
　ROIマップ312は、主ROI 210のサイズ、形状、位置（例えば、ピクセル座標）、及び／
又は他の特徴を保存する。
【００４０】



(10) JP 2016-534774 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

　副データセットメニュー生成器314は、メニュー表示領域206において、アルゴリズム30
2を特定する、グラフィカル（例えば、テキスト、図形等）インディシアとともに、利用
可能な処理アルゴリズム302のメニュー又はリスト218を視覚的にもたらす。 グラフィカ
ルインディシアは、一つの例において、入力装置118（例えば、マウス）の少なくとも一
つを通じて選択可能であり、特定のグラフィカルインディシアを選択することにより、副
ROIにおける画像表示領域において視覚的にもたらされるべき画像データの他のセットが
特定される。一つの例において、メニューは自動的に表示される。 他の例において、メ
ニューは、ユーザ入力に応じて表示される。 両方又は何れかの例において、メニューの
表示は、オンオフに切り換えられることができる。
【００４１】
　副ROI生成器316は、メニューにおける特定のグラフィカルインディシアの選択に応じて
、副ビューポートROI 212、214などの少なくとも一つを生成する。副ROI生成器316によっ
て生成される副ROIの数は、メニューから選択されるアイテムの数と同じになる。 副ROI
生成器316によって生成される各々の副ROIは、主ROI 210と同じサイズ及び形状になる。
副ROI生成器316は、 主ROI 210にオーバラップしないように、各々の副ROIを配置する。 
主ROI 210のサイズ、形状及び位置は、主ROIマップ312から得られる。
【００４２】
　副ROIポピュレータ318は、各々の副ROI 212、214等を占める。 各々の副ROI 212、214
等におけるピクセルは、主ROI 210におけるピクセルと同じ座標を持つ。主ROI210におけ
るピクセルの座標は、主ROIマップ312から得られる。 しかしながら、各々の副ROI 212、
214等におけるピクセルは、選択された利用可能な処理アルゴリズム302のための、異なる
画像データセットに対応する画像データセットからの輝度値を含む。
【００４３】
　ROI アップデータ 320は、主及び副ROI 212、214等における情報を更新する。 例えば
、オペレータが主ROI 210をサイズ変更する場合、ROI アップデータ 320は一つ又は複数
の副ROIを自動的に更新する。 副ROIに自動的に影響を及ぼす他の操作は、ズームを含む
。 通常、主ROIにおけるピクセルのサブセットを変化させる何れの操作も、一つ又は複数
の副ROIに自動的になされる。 一つの例において、これは、被験体の同じサブ領域がROI
の各々において視覚的にもたらされることを確実にする。
【００４４】
　ROIツール322は、個々のROIツールをROI 210、212、214等にもたらす。 例えば、ROIツ
ール322により、ユーザは他のROIにおけるウインドウ/レベルセッティングに影響を及ぼ
すことなく一つのROIにおいてウインドウ/レベルセッティングを変更することができる。
 この例を続けると、これにより、異なるウインドウ/レベルセッティングを主ROI 210及
び副ROI 212、214等の一つ又はそれより多くに対して設定することが可能になる。 当然
のことながら、同じウインドウ/レベル及び／又は他のセッティングが、ROI 210、212、2
14等の二つ又はそれより多くに関連して使われることができる。 個々のツールの他の非
限定的な例は、単一エネルギ画像のためのエネルギレベルである。
【００４５】
　図4は、計算システム112がイメージングシステム100と別個の装置である、図1のバリエ
ーションを図示する。
【００４６】
　このバリエーションにおいて、イメージングシステム100はコンソール402を更に含む。
 コンソール402は、モニタ又はディスプレイのような人間読取り可能な出力装置、キーボ
ード及びマウスのような入力装置を含む。 コンソール402上の常駐ソフトウェアにより、
オペレータはグラフィカルユーザインタフェース（GUI）を介して、又はその他の方法で
、スキャナ100と対話することが可能になる。 これは一つ又は複数のイメージング収集プ
ロトコルを選択するステップ、一つ又は複数の再構成アルゴリズムを選択するステップ、
スキャンを実行するステップ、視覚化ソフトウェアアプリケーションを実行するステップ
等を含む。
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【００４７】
　計算システム112は、イメージングシステム100（コンソール402及び／又は再構成器111
）、データリポジトリ404、他のイメージングシステム及び／又は他の装置から、処理さ
れるべき投影データ及び／又は画像データを受信することができる。 好適なデータリポ
ジトリ404の例は、画像保存通信システム（PACS）、放射線情報システム（RIS）、病院情
報システム（HIS）、電子医療記録（EMR）、データベース、サーバ、イメージングシステ
ム及び／又は他のデータリポジトリである。
【００４８】
　この実施例において、命令124は再構成器も含む。 このように、計算システム112はボ
リュメトリック画像データを再構成することができる。 計算システム112が、利用可能な
処理アルゴリズム302の全てに対して、処理された投影及び／又は画像データを受信する
構成において、利用可能な処理アルゴリズム302は省略されることができる。
【００４９】
　図5は、図4に関連して視覚化命令128の例を図示する。
【００５０】
　この例において、視覚化命令128は、少なくとも一つのスタディセレクタ502及びスタデ
ィレトリーバ504を伴って図3においてそれらを含む。 スタディセレクタ502は、ロードさ
れるべき利用可能なスタディのリストを視覚的にもたらす。 スタディは、イメージング
システム100、データリポジトリ404、データ126及び／又は他の装置に保存されることが
できる。スタディセレクタ502は、入力装置118から入力を受信することに応じてロードす
るように、利用可能なスタディを選択する。 データレトリーバ504は、選択されたスタデ
ィを検索する。 検索された選択されたスタディは、投影及び／又は画像データを含む。
【００５１】
　図6は、方法例を例示する。 図示される本方法は、異なる、処理されたスペクトル画像
データに関連して記載される。
【００５２】
　方法の工程の順序は制限的でないことが分かるであろう。従って、他の順序がここに企
図される。更に、１又は複数の工程が省かれることができ、及び／又は１又は複数の付加
の工程が含められることができる。
【００５３】
　602において、第一の処理アルゴリズムによる、得られたスペクトル投影及び／又は画
像データを処理することによって生成される第一のスペクトルデータは得られる。代わり
に、非スペクトルデータが得られることはできる。
【００５４】
　604において、第一のスペクトルデータは、ディスプレイモニタを介して視覚的にもた
らされるGUIの画像ビューポートにおいて視覚的に表示される。 同様に、非スペクトルデ
ータは、その代わりに得られることができる。
【００５５】
　606において、第一のスペクトルデータの関心サブ領域を特定する第一のROIビューポー
トは、第一のスペクトルデータ上に重ねられる。
【００５６】
　608において、第二のROIビューポートは第一のスペクトルデータ上に重ねられ、第二の
関心領域は第一の関心領域と同じジオミトリを持ち、第一の関心領域にオーバラップしな
い。 更なるROIビューポートも、このように重ねられてもよい。 第二及び／又は更なる
ビューポートは、自動的に及び／又は手動で位置されることができる。
【００５７】
　610において、第一の関心領域によって規定される同じエリアに対応する、第二の異な
る処理アルゴリズムを用いて、得られたデータを処理することによって生成される、第二
のスペクトルデータのサブセットは、第二の関心領域において表示される。更なるROIビ
ューポートは、他の処理アルゴリズムを使用して処理される第一の関心領域によって規定
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【００５８】
　612において、随意に、第一のイメージング特性は第一の関心領域において変更され、
それにより第二の関心領域に同じ変更がもたらされる。 第一のイメージング特性の例は
第一の関心領域のサイズ変更、パン、ズーム等を含む。
【００５９】
　614において、随意に、第二のイメージング特性は、第二又は第一の関心領域に同じ変
更をもたらすことなく、第一の関心領域において変更される。第二のイメージング特性の
例は、画像データのエネルギレンジにおける変更、画像データに適用されるフィルタにお
ける変更、ヒストグラムのような補助情報の包含又は除去等を含む。
【００６０】
　上述の方法は、コンピュータ可読記憶媒体に符号化され又は埋め込まれることができる
コンピュータ可読命令であって、コンピュータプロセッサによって実行されるとき、記述
された工程をプロセッサに実行させるコンピュータ可読命令を通じて実現されることがで
きる。付加的に又は代替として、コンピュータ可読命令の少なくとも１つは、信号、搬送
波又は他の一時的媒体によって保持される。
【００６１】
　本発明は、好適な実施形態に関して記述された。変形及び変化は、上述の詳細な説明を
読み理解することにより当業者に思いつくことができる。本発明は、そのような変形及び
変化が添付の請求項又はそれと等価なものの範囲内にある限り、すべてのそのような変形
及び変化を含むものとして構成されることが意図される。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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